
14 期生 世界史Ｂ 解説プリント⑤ 

第 1 章 西アジア世界・地中海世界の形成 

２ ギリシア世界とヘレニズム文化 

アテネの 

政体 
年代 できごと 

民主政 

前 508年 

前 500年 

 

前 490年 

前 480年 

 

前 478年頃 

前 443年 

前 431 年 

前 371 年 

クレイステネスの改革 

イオニア植民市による反乱・・・アケメネス朝に抵抗 

⇒ ペルシア戦争がはじまる（～前 449年） 

マラトンの戦い 

テルモピレーの戦い 

サラミスの海戦に勝利 

アテネを中心にデロス同盟が成立 

ペリクレス時代が始まる・・・アテネ民主制の確立 

ペロポネソス戦争がはじまる ⇒ アテネ、スパルタに敗北 

テーベ、スパルタを破り覇権を確立 

◎ペルシア戦争 

   ペルシア戦争（前 500年～前 449年）・・・アケメネス朝 vs.アテネを中心とするギリシア連合軍 

       原 因：イオニア地方のギリシア植民市が、アケメネス朝の支配に反抗したこと 

       結 果：ギリシア連合軍が勝利         ・・・開戦時の王はダレイオス 1世 

                 

    ペルシア戦争の主要な戦い 

     前 490年 マラトンの戦い・・・アテネ勝利 

     前 480年 テルモピレーの戦い・・・アケメネス朝勝利 

             サラミスの海戦・・・アテネ勝利 

               ⇒ テミストクレスが海軍を指揮 

     前 479年 プラタイアの戦い・・・ギリシア連合軍勝利 

 

 

   〇デロス同盟の成立（前 478年頃） 

       ペルシアの再侵攻に備え、アテネを盟主として結ばれた軍事同盟 

 

 

 

◎アテネ民主政の確立 

アテネ市民は、ポリスの国防に大きな役割を果たしながら、政治参加を拡大していく 

【アテネ民主政の背景】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペリクレス・・・ペルシア戦争後に将軍となり、アテネ民主政を完成させる 

 

 【アテネ民主政の特徴】 

   ① 直接民主制・・・市民全員が参加する、民会を最高議決機関とする 

   ② 奴隷制度・・・家内奴隷が使役され、市民の生活を支える 

               ＝家事や農作業に使役された、個人が所有する奴隷のこと 

   ③ 参政権・・・女性・奴隷・メトイコイ（残留外人）をのぞく成年男性市民に与えられる 

                                       ＝18 歳以上 

◎ポリス社会の崩壊 

〇ペロポネソス戦争（前 431 年～前 404年）・・・アテネとスパルタが対立 

 

 

 

 

    結 果：スパルタが勝利してギリシアの覇権をにぎるも、有力ポリスのテーベに敗北 

  

     傭兵の流行・・・たえまない戦乱に没落する農民が増えはじめ、市民軍に代わって傭兵が雇われる 

                ⇒ 国民皆兵の原則が崩れ、ポリス衰退の一因となる 

ペルシア戦争で、三段櫂船の 

漕ぎ手として無産市民が活躍 

 

『マラソン』の由来 

三段櫂船の漕ぎ手として 

無産市民が活躍する 

ポリスの国防に平民が参加 

重装歩兵部隊として活躍 

 

前8世紀                         ⇒参政権を要求 

・ソロンの改革 

・クレイステネスの改革 
前 6世紀    平民と貴族の対立 

前 5世紀                         ⇒発言力がさらに増大 

 デロス同盟  

アテネを中心とする軍事同盟 

 ペロポネソス同盟  

スパルタを盟主とする軍事同盟 

衝突 ペルシアの 

支援 


